
教科・科目 対象学年 単位数 教科書 

家庭・家庭総合 １ ２ 実教出版・家庭総合 

科目の概要と目標 

・人の一生と家族・家庭、衣生活、食生活、消費生活などに関する知 

識と技能を総合的に習得する。 

・学習した知識や技能を生活に生かし、各自の生活課題を主体的に解 

決する実践的な態度を育成する。 

・家族や社会との共生を創造し、家庭生活の充実向上を図る能力を育 

てる。 

学期 単元 学習内容 到達度目標 

１ 

学 

期 

第２章 自分らし

い生き方と家族 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 衣生活を

つくる 

１自立と共生 

 

 

２ライフキャリア 

 

 

 

 

３共に生きる家族 

 

 

４家族に関する法律 

 

６衣服をつくろう 

・生活の中で自分の自立度を知り、スキ 

ルアップのために必要な事柄を考え 

ることができる。 

・男女共同参画社会の流れと現状を知る 

ことができる。 

・ワークライフバンスの意味を理解し、 

将来の家庭生活と職業生活について 

考えることができる。 

・家族や家庭の機能について知り、時代 

による変化を理解することができ、そ 

の課題について考えることができる。 

・家族に関わる法律の改正点について知 

ることができる。 

・衣服の基本的な構成について知ること 

ができる。 

・基礎的な縫製技術を身に付けることが 

できる。 

２ 

学 

期 

第７章 衣生活を

つくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 食生活を

つくる 

１人と衣服のかかわり 

２衣服の素材の種類と特 

 徴 

３衣服の選択から管理ま 

 で 

４持続可能な衣服をつく 

 る 

５私たちがつなぐ衣生活 

の文化 

６衣服をつくろう 

１人と食物のかかわり 

２私たちの食生活 

 

５食事の計画と調理 

・衣服を身に付ける意味を理解できる。 

・衣服の素材や機能についてプリントに 

まとめることができる。 

・衣服表示の意味を理解し、適切な洗濯 

方法が分かる。 

・衣服と環境のつながりについて考える 

ことができる。 

・和服について知ることができる。 

・基礎的な縫製技術を身に付けることが 

できる。 

・食事の意義を理解する。 

・和食の特徴を知り、その良さを考える 

ことができる。 

・衛生と安全に配慮して調理ができる。 

３ 

学 

期 

第６章 食生活を

つくる 

 

 

 

 

 

３栄養と食品のかかわり 

 

 

４食品の選び方と安全 

 

５食事の計画と調理 

 調理実習 

・栄養素の種類とそのはたらきについて 

知り、日常の食生活の中でよりよく摂 

取する知識を身に付ける。 

・食中毒に関する予防法を理解すること 

ができる。 

・高校生の一日の栄養(食事)摂取量につ 

いて知ることができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

第９章 消費行動

を考える 

 

 

 

 

６これからの食生活を考 

える 

 

 

１消費行動と意志決定 

２消費生活の現状と課題 

３消費の権利と責任 

 

４ライフスタイルと環境 

 

・安全や衛生に配慮して調理実習に取り 

組むことができる。 

・流れを理解して調理することができ 

る。 

・日本の食糧自給率の現状について知る 

ことができる。 

・食の安全と環境に配慮した食生活を考 

えることができる。 

・契約、多様な販売方法や支払い方法、 

問題商法について知り、被害にあった 

場合の解決方法について理解するこ 

とができる。 

・日々の暮らしの中で、持続可能な社会 

を目指した行動とはどのようなこと 

か、自分の生活の中から考えることが 

できる。 

 


